
 

 

 

 

「環境ボランティアなび 2018」に関心を寄せていただき、ありがとうございます！ 

 

○環境ボランティアなびについて 

 私たち、関東地方環境パートナーシップオフィス(関東 EPO)は、環境保全に携わってみたいという人と、NPO

の活動フィールドを結びつける目的で様々な活動をしており、2013 年より、関東ブロック(東京・千葉・埼玉・

神奈川・栃木・茨城・群馬・新潟・山梨・静岡)の環境に関わる活動をしている NPO の情報と、各地域の中間

支援組織の情報を掲載した「環境ボランティアなび」を発行しております。 

 

ところで、 環境保全活動は、何のために行うのでしょうか。 

参加する個人のニーズは、様々だと思います。｢自然が好きだから｣、｢新しいことをはじめてみたい｣、｢会社とし

て社会貢献がしたい｣など。そうした気持ちが、行動につながることはとても大切なことです。 

しかし、「生態系を保全する」「森を守る」「ゴミを拾う」など、ひとつひとつのアクションは、手段であって、目

的ではありません。環境を保全しなければならないと私たちが感じるのは、どうしてでしょうか。答えはひとつで

はないかもしれません。ですが、おそらく、このアクションのひとつひとつが、私たちの暮らしと密接に関わってい

るということを、私たちは過去の歴史から、社会の変化から、学んできたからではないでしょうか。 

 

当初、環境ボランティアなびは、多くの人に環境保全の現場に携わってもらうことで、各地域の環境保全が

進むということを狙っていました。しかし、社会の変化は進み、本冊子に求められる役割が徐々に変わってき

ていると感じます。社会の課題はより複雑化し、もはや各分野のみの取組だけでは立ち行かなくなっています。

社会の課題が複雑化しているのは、環境・社会・経済のつながりは密接なものだからです。 

環境基本計画(環境省)においても、「環境・経済・社会の統合的向上」ということが目指されています。 

 

2015 年９月、こうした状況を変革し、世界全体が持続できる暮らしを実現するため、「持続可能な開発目

標」(Sustainable Development Goals：SDGs)を中核とする「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」が国

連持続可能な開発サミットで採択されました。 

貧困、気候変動、資源の枯渇・・・待ったなしの地球環境。ひとつしかない地球で私たちが暮らし続けるた

めに、最後のチャンスかもしれません。あらゆる分野、あらゆるセクターの協働、パートナーシップが求められま

す。 

 

 各フィールドのひとつひとつの活動は、地域の課題や社会の課題の「現場」です。環境保全活動を、地域や

社会の課題解決の手段へ。―そのような意識を持って、「環境ボランティアなび 2018」を作りました。皆さん

とつながることで、課題解決に向けた取り組みがすすむ「現場」からの声が、本誌に詰まっています。ぜひ、お

役立てください。 

 

関東地方環境パートナーシップオフィス（関東 EPO） 

  

はじめに 

 



        各団体の活動に参加することで貢献できる SDGs が分かる！ 

  

「社会貢献活動のためのフィールドを探したい」という企業の CSR ご担当者は多いのではないでしょうか。し

かし、実際に探すときに、どのような切り口で探したらよいのか分からず、悩まれることも多いと思います。 

 そんなときには、「どのような社会課題の解決に貢献できたら、“自社らしい”のだろうか」という切り口から考

えてみることをオススメします。 

 その際に、SDGs をご活用いただくのが良いと思います。

SDGs は、17 のゴールと 169 個のターゲット、さらに 244

の指標から成り立っています。ゴールを見るだけではなく、

ターゲットや指標にも目を通すことで、より具体的なイメー

ジがもてます。 

 環境ボランティアなび 2018 では、各団体の活動を

SDGs で整理をして掲載をしました。まずは、P．3～の「持

続可能な開発目標（SDGs）一覧表」をご覧になって、関

連するゴールの逆引きから団体を探してみてはいかがでしょう。 

 

もっと知りたいという人に！ 

 

■国際連合広報センター 

 動画などのツールで、SDGs を学ぶことが出来ます。SDGs のロゴもダウンロード可 

http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/  

 

■外務省「2030 アジェンダ」仮訳 

 SDGs を含む「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の日本語訳が読めます。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf  

 

■首相官邸 SDGs 推進本部 

 SDGs に関する国内の取組が分かります。 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/   

 

■SDGs 市民社会ネットワーク（SDGｓジャパン） 

 SDGs に関する、市民活動の取組状況が分かります。 

https://www.sdgs-japan.net/  

 

■環境省「第五次環境基本計画」 

 2030 アジェンダも視野に入れ、改定されました。 

https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/  
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